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す
べ
て
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
た
め
に

　

２
０
１
９
年
の
通
常
国
会

で
支
払
基
金
法
の
改
定
が
行

わ
れ
、
第
１
条
に
「
国
民
の

保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
情
報
の
収

集
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に

そ
の
結
果
の
活
用
の
促
進
に

関
す
る
事
務
」
と
い
う
文
言

が
挿
入
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

検
診
・
医
療
・
介
護
デ
ー
タ

の
収
集
・
整
理
・
分
析
・
提

供
の
業
務
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
支
払
基
金
は
、
医
療

費
の
審
査
・
支
払
と
「
デ
ー

　

近
年
、
歯
科
疾
患
を
継
続

的
に
管
理
す
る
考
え
方
か
ら

一
人
の
患
者
に
対
し
て
長
期

的
な
診
療
を
行
う
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

も
と
で
、
歯
科
に
は
診
療
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
算
定
制
限

が
あ
り
ま
す
。「
１
歯
に
つ

き
」
と
同
一
初
診
期
間
中
１

回
の
み
の
算
定
や
月
１
回
の

み
の
算
定
、
様
々
な
減
算
規

定
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手

術
の
算
定
の
原
則
の
う
ち
の

「
処
置
と
手
術
の
取
り
扱

い
」
等
は
廃
止
し
て
、
実
態

に
即
し
た
請
求
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ

た
治
療
行
為
は
そ
の
都
度
正

当
に
評
価
す
べ
き
で
す
。

処
置
と
手
術
の

処
置
と
手
術
の

不
合
理

不
合
理

　

手
術
の
算
定
原
則
の
う
ち

「
処
置
と
手
術
の
取
り
扱

い
」
で
は
、「
手
術
当
日
に

行
わ
れ
る
手
術
に
伴
う
処
置

は
、
術
前
、
術
後
を
問
わ
ず

算
定
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
医

科
点
数
表
に
準
じ
た
も
の
で

す
が
、
医
科
と
は
「
処
置
」

と
「
手
術
」
の
考
え
方
が
異

な
る
歯
科
に
は
不
適
当
で

す
。
処
置
が
算
定
で
き
な
い

と
い
う
不
合
理
が
生
じ
る
た

め
こ
の
取
り
扱
い
は
廃
止
す

べ
き
で
す
。

「
か
強
診
」
の

「
か
強
診
」
の

再
編
・
整
理
を

再
編
・
整
理
を

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能

強
化
型
歯
科
診
療
所
（
か
強

診
）
の
評
価
体
系
を
抜
本
的

に
見
直
し
、「
か
強
診
」
と

関
連
づ
け
ら
れ
た
項
目
を
全

歯
科
医
療
機
関
が
取
り
組
め

る
よ
う
に
再
編
・
整
理
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
か
強
診
」
で
は
、
「
エ

ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕
管
理
加

算
」「
歯
周
病
安
定
期
治
療

Ⅱ
」
が
算
定
で
き
ま
す
が
、

施
設
基
準
と
点
数
（
医
療
の

質
）
に
は
関
連
が
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
医
療
行
為
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
施
設
基
準
の
届

出
の
有
無
で
〝
一
物
二
価
〞

と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
歯
科
医
療
者
に
と
っ
て

も
、
患
者
に
と
っ
て
も
納
得

が
い
か
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
か
強
診
」
に
つ
い
て
保

団
連
・
協
会

は
、
▽
「
初

期
う
蝕
」
は

フ
ッ
化
物
歯

面
塗
布
処
置

の
「
エ
ナ
メ

ル
質
初
期
う

蝕
に
罹
患
し

て
い
る
患
者

の
場
合
」
に

一
本
化
し
た

上
で
、
外
来

ま
た
は
訪
問
診
療
に
お
け
る

根
面
う
蝕
に
罹
患
に
対
す
る

管
理
に
も
適
応
を
拡
大
し
、

月
１
回
の
算
定
と
す
る
、
▽

「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
」
は
歯
周
基
本
治

療
終
了
後
に
移
行
し
た
場
合

を
「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅰ
）」、
歯
周

外
科
手
術
か
ら
移
行
し
た
場

合
を
「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅱ
）」
と

し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て

月
１
回
の
算
定
と
す
る
―
―

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

「
か
強
診
」
は
抜
本
的
に

見
直
し
、
居
宅
へ
の
訪
問
診

療
の
評
価
や
医
科
歯
科
連

携
、
医
療
機
関
間
連
携
、
多

職
種
連
携
な
ど
を
評
価
す
る

体
系
に
改
変
す
べ
き
で
す
。

 

（
つ
づ
く
）

タ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ー
ム
を

構
築
す
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
デ
ー
タ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
て

何
を
や
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
推
進

計
画
」
（
２
０
１
７
年
７
月

４
日
）
が
挙
げ
る
の
は
、
①

保
健
医
療
記
録
共
有
サ
ー
ビ

ス
、
②
救
急
時
医
療
情
報
共

有
サ
ー
ビ
ス
、
③
Ｐ
Ｈ
Ｒ

（P
e
r
s
o
n
a
l H
e
a
l
t
h  

Record

）
サ
ー
ビ
ス
、
健
康

ス
コ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、

④
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
分
析
関
連

サ
ー
ビ
ス
、
⑤
科
学
的
介
護

デ
ー
タ
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
⑥

が
ん
ゲ
ノ
ム
関
連
サ
ー
ビ

ス
、
⑦
保
健
医
療
分
野
で
の

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
関
連
サ

ー
ビ
ス
、
で
あ
る
。

　

紙
数
の
関
係
で
詳
し
く
述

べ
ら
れ
な
い
が
、
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
を
国
民
や
保
険
者
は

健
康
管
理
に
利
用
、
医
療
者

は
患
者
の
治
療
に
活
用
、
研

究
者
や
民
間
企
業
は
新
治
療

法
の
開
発
や
創
薬
に
利
用
す

る
と
い
う
も
の
だ
。

　

医
療
者
は
、
障
が
い
者
・

災
害
時
等
の
治
療
に
お
い
て

患
者
の
同
意
を
得
て
デ
ー
タ

を
治
療
に
活
用
で
き
る
と
し

て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
れ

だ
け
の
活
用
事
例
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
問
題
は
、
研
究
者

や
民
間
企
業
へ
の
デ
ー
タ
提

供
で
あ
る
。
医
療
情
報
は
、

最
も
大
切
な
個
人
情
報
で
あ

る
。
た
と
え
匿
名
加
工
し
て

も
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
お

そ
れ
は
否
定
で
き
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
分
散
し
て

い
る
個
人
情
報
を
わ
ざ
わ
ざ

一
本
化
し
て
儲
け
の
対
象
に

す
る
、
そ
の
こ
と
を
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
図
）

「
成
長
戦
略
」
が
目

「
成
長
戦
略
」
が
目

指
し
た
市
場
創
出

指
し
た
市
場
創
出

　

こ
の
構
想
は
、
前
安
倍
政

権
の
成
長
戦
略
に
位
置
づ
け

ら
れ
、

具
体
的
な
方
向
は

「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１

６
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
目
指
す
も
の
は
、
規
制
改

革
（
規
制
の
解
除
）
や
行
政

等
が
持
つ
デ
ー
タ
の
開
放
に

よ
っ
て
新
た
な
成
長
市
場
を

創
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
安

倍
前
首
相
は
、
２
０
１
７
年

通
常
国
会
施
政
方
針
演
説
で

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
っ
て

創
薬
や
治
療
法
の
開
発
を
加

速
す
る
」
と
強
調
し
た
が
、

裁
量
権
を
守
る
た
め
に

裁
量
権
を
守
る
た
め
に

　

と
も
あ
れ
、
２
年
後
に
は

レ
セ
プ
ト
の
９
割
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
完
結
す
る
体
制
が

確
立
す
る
。
審
査
は
、
今
以

上
に
シ
ビ
ア
に
な
る
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
は
、
資
格
ど
こ

ろ
か
診
療
内
容
も
請
求
前
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
蓄

積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
行
政

に
よ
る
指
導
・
鑑
査
に
も
利

用
さ
れ
る
。

　

今
後
、
医
療
機
関
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
審
査
の
動

向
を
監
視
す
る
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
保
険
で

良
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
患

者
の
受
療
権
を
擁
護
し
、
そ

れ
を
保
障
す
る
歯
科
医
師
の

裁
量
権
を
守
る
た
め
に
、
納

得
が
い
か
な
い
減
点
査
定
に

は
毅
然
と
し
て
異
議
申
立

（
再
審
査
）
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。 

（
お
わ
り
）

タ
ヘ
ル
ス
事
業
」
の
〝
二
足

の
わ
ら
じ
を
履
く
〞
こ
と
に

な
っ
た
。
今
次
、
支
払
基
金

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の
促

進
と
組
織
の
改
編
は
、
二
つ

の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
と
し
て
の
役
割

ー
と
し
て
の
役
割

　

厚
生
労
働
省
は
２
０
１
７

年
１
月
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

改
革
推
進
本
部
」
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
の
目
的
は
、
こ
れ

ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
蓄
積
さ
れ

て
い
た
「
膨
大
な
健
康
・
医

療
・
介
護
の
デ
ー
タ
を
整
理

し
、
徹
底
的
に
収
集
・
分
析

し
て
」「
健
康
・
医
療
・
介

護
施
策
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
」（
設
置
趣
旨
か
ら
）
を

実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
審
査
支
払
機

関
を
改
革
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー

注１）厚労省・基金・国保中央会の「データヘルス計画」より
　２）保健医療プラットフォームの管理・データ提供を審査支払機関が担当

第三者提供

連結解析用
サービス

検索・提供
サービス

①ビッグデータやプラットフォー
ムの管理（ビッグデータ管理・
運営部門の設置等）

②第三者（都道府県、保険者、民
間企業等）へのデータ提供の充
実、迅速化、データ分析の支援

③研究者等へのデータ提供と活用
支援、AI活用も可能なシステム
の開発（研究者等が保有する専
門的なデータとの連結による、
より広範な分析の実現）

保険者 等研究者 民間企業

厚生労働省

NDB

介護DB

DPC

治療臨床
研究

保健医療プラットフォーム

図　データヘルス事業の構図

そ
の
こ
と
で
あ

る
。

　

支
払
基
金
の

組
織
を
改
編
・

集
約
し
、
レ
セ

プ
ト
の
９
割
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
完
結
す
る
と

い
う
方
向
も
、

「
成
長
戦
略
」

の
名
の
下
に
強

引
に
押
し
つ
け

ら
れ
た
。
支
払

基
金
内
部
に
は

抵
抗
も
あ
っ
た

が
、「
錦
の
御

旗
」
の
軍
門
に

下
っ
た
。

COVID-19と唾液腺
～口腔からの感染制御をめざして～歯学研究が開く ⑥歯科のの未来

教　

授　

阪
井　

丘
芳

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

顎
口
腔
機
能
治
療
学
教
室

宿主細胞

唾液腺

唾液

汚染
の軽
減

換気を行う
エアロゾル感染

密を避ける

密な接触

飛沫感染

SARS-CoV-2

効果的な口腔ケアが必要 生活様式での対応が必要

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
は
、
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
（
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

２
）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

感
染
症
で
す
。
私
た
ち
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―

２
と
口
腔
・
唾
液
腺
と
の
関
連

性
、
感
染
制
御
方
法
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
口
腔
か
ら
侵
入
す
る

　

肺
炎
か
ら
重
篤
化
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
に
肺
の
疾
患
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
と
結
合
す
る
受
容

体
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
が
ヒ
ト
の
肺
だ
け
で

な
く
、
唾
液
腺
に
強
く
発
現
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
は
口
腔
疾
患

で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
た
最
近
の
研
究
で
は
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
は
口
腔
粘
膜
や

唾
液
腺
に
感
染
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
感
染

し
た
唾
液
腺
は
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん

だ
唾
液
を
分
泌
す
る
の
で
、
唾
液

腺
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
の

生
産
工
場
で
あ
る
と
い
う
論
文
報

告
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢

者
や
呼
吸
器
疾
患
の
あ
る
患
者
は

感
染
し
た
唾
液
を
気
管
や
肺
に
誤

嚥
し
や
す
く
、
口
腔
機
能
の
低
下

か
ら
も
重
症
化
す
る
の
で
は
な
い

か
と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

歯
科
治
療
の
リ
ス
ク
管
理

　

歯
科
診
療
は
制
限
し
た
方
が
良

い
の
で
し
ょ
う
か
？　

も
と
も
と

歯
科
に
は
、
肝
炎
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
よ

う
な
感
染
症
の
方
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を
お
持
ち
の
患

者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
常
日
頃

か
ら
、
慎
重
な
感
染
対
策
に
務
め

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
歯
科
治

療
を
制
限
し
、
重
篤
化
す
る
患
者

さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
無
理
な
我

慢
を
し
な
い
よ
う
に
患
者
さ
ん
に

説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

図
は
口
か
ら
の
感
染
経
路
と
感

染
拡
大
に
対
す
る
予
防
策
を
示
し

て
い
ま
す
。
唾
液
中
に
侵
入
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
受
容
体

Ａ
Ｃ
Ｅ
２
に
結
合
し
て
感
染
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
感
染
し
た
唾
液

飛
沫
が
感
染
の
原
因
と
な
る
た

め
、
距
離
の
確
保
と
換
気
に
よ
っ

て
感
染
拡
大
を
抑
制
し
ま
す
。
さ

ら
に
感
染
し
た
唾
液
を
拡
散
し
な

い
よ
う
に
口
腔
内
の
管
理
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
普

段
か
ら
手
洗
い
や
三
密
を
控
え
る

こ
と
に
加
え
て
効
果
的
な
口
腔
ケ

ア
が
必
要
で
す
。
わ
れ
わ
れ
歯
科

医
療
従
事
者
は
口
か
ら
の
飛
沫
感

染
を
で
き
る
だ
け
減
少
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
、
将
来
的
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
安
全
に
素

早
く
不
活
化
で
き
る
成
分
を
含
ん

だ
口
腔
ケ
ア
用
品
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

唾液中に侵入したSARS-CoV-2はACE2に結合して感染を引き起
こします。感染した唾液飛沫が感染の原因となるため、距離の確
保と換気によって感染拡大を抑制します。さらに感染した唾液を
拡散しないように口腔内の管理が重要になります。

平尾清司社保研究部長

歯科保団連
の改善要求 ポイント㊦

実
態
そ
ぐ
わ
ぬ
算
定
制
限
改
善
を

「か強診」による加算
項目 か強診未届け か強診

歯科疾患管理料・
長期管理加算 ＋100点 ＋120点

Ｆ局／初期う蝕 ＋130点
（３月に１回） ＋260点

訪補助・１人のみ ＋90点 ＋115点
訪補助・複数患者 ＋30点 ＋50点
訪移行 ＋100点 ＋150点
訪問口腔リハ － ＋75点
小児訪問口腔リハ － ＋75点


